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IAU(国際天文連合)リストを独自に眼視チェック 

河越彰彦 

今月も定常流星群は活発 

８月は表１の観測量で表２の結果を得た。やはり夏は流星群が賑やかだ。やぎ座α群に始

まりみずがめ座δ群南北分枝、そしてペルセウス座γ流星群へと続く一連の活動リレーは見

ていても楽しい。別表に示す総合判定を見ても昨年よりも活発であることがわかる。 

但し、ペルセウス座γ流星群の極大日は天候に恵まれずに観測できなかったのが残念であ

った。個人の力で流星群の正確な出現数を確定することは難しい。それは視力的、地域的要

因で観測者間に差異があるからだ。この差異をなるべく多くの有効データを用いて統計処理

して信頼性のあるものにしなければならない。現にそういう仕事をしている人々もいる。 

筆者は出現数に不確かさがあっても、活動度合いを簡易的に判断する指標としてポイント

制を作った。この根本思想には指数的(等差的でないという意味)な視点がある(後述する)。 

はくちょう座流星群は不活発 

昨年は７月から継続して注目されていたこの流星群は眼視観測では奮わなかった。別表に

太枠で囲んだ二つのりゅう座流星群(はくちょう群の近くで活動する)も同様であった。一夜

に 3時間余り観測して確認できない流星群が、仮に日暮れから夜明けまでに４個の流星が撮

影されていても、活動未確認と判断する。これも適正な方法でのサンプリングの結果だから。 

今月もペガスス座の突発群？ 

表 3にデータを示す。２人の観測者は天頂を境界として西空と東空を見ていて、どちらも

独立的に 19日 01時台に群活動に気づいている。放射点位置に数度の差はあるが、その性質

からみて同一群と判断した。既知群でこの近くにあるものを調べると、IAUリストに次の二

個があった。№831GPGぺガスス座γ流星群と№1076APP、8月ぺガスス座ψ流星群が該当

する。眼視観測では確定できないけれど後者をその候補とした。あくまで候補であって断定

していない。本当に突発群であったかもしれない。 

先月も 7 月ペガスス座ι(№175,JPE)らしい流星群を見ているので紛らわしいが全く別物

である。これはおとめ座、おおぐま座のように面積の大きい星座にはたくさんの流星群が含

まれてしまうのと同じ現象である。 



その他の流星群の様子 

第２種の流星群のほとんどは未確認である。昨年実績を見ても同じ傾向である。確認作業

を始めて三年目(約 280夜 56000分)にもなると、実在性の低い流星群がわかってくる。少な

くとも都市近郊に住む普通の眼視観測者でも見ることができる流星群の選別ができる。筆者

は初期の目的どおり眼視観測者のための流星群リストを目論んでいる。 

その編纂過程で注意しているのが前述のポイント制であって細かい ZHR表示ではない。゙  

流星群の活動レベルの表示 

ZHR表示に拘らない理由は以下に示す。 

①毎年一定ではない。 

②視力的、地域的要因の影響を受けやすい。 

③ZHR表示が却って先入観になる。 

④ZHR表示そのものの算定根拠と有効データ採用に疑問がある。端的にいえば②が原因。 

⑤そもそも ZHR表示は学術研究するための標準化手段であって、一般啓蒙には適さない。 

誤解のないよう注意しておくと ZHR 表示を否定しているのではない。一般的にはわかり

にくい指標であるということだ。 

一例として ZHR300の群と ZHR5の群を比較して活性比 60倍を想像できるだろうか？ 

一分間に 5個と 12分間に 1個出現の違いだというのは算術的理屈だ。ZHR300は嵐のよ

うな流星群で ZHR5は傘なしで歩ける小雨程度の流星群なら一般的にも理解しやすいと思う。 

このようなことを念頭において活動レベルを作りリストに付けたい(巻末参照)。終わり 

 

 

 



 

 

 

 



 

以上の流星群名称は和名命名ルールに基づいた名称で統一した。 

流星群の活動レベルの表示 

概念的だが参考として図 1に例として示す。縦軸が指数区分であることが特徴である。 

 

 


